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牧場跡地の森林再生におけるウダイカンバの役割と更新特性 

－森吉山麓高原自然再生事業の例－ 

 

沼宮内 信之・新田 響平・和田 覚（秋田県林業研究研修センター） 

 

Ⅰ はじめに 

森吉山麓高原自然再生事業（以下、事業）では、牧野開発により草地造成された跡地をブナ林に復

元するため、ブナ苗木の植栽を実施している（秋田県 2021）。事業では、牧野開発により土壌が剥ぎ

取られたため、ブナ苗木の植栽時に重機による耕耘と施肥を実施した。その結果、一部の場所でウダ

イカンバ（Betula maximowicziana Regel）が生育していることが確認された。 

ウダイカンバは重機攪乱後の跡地に発生・成長することが報告されている（勝田ら 1998、後藤ら

2007、杉田ら 2008）。そこで、今回生育が確認されたウダイカンバが同様のメカニズムで更新したの

か明らかにするため、ブナ植栽範囲とその周辺の非植栽範囲において、ウダイカンバの更新と生育状

況を調査した。 

 

Ⅱ 調査地と調査方法 

調査地は、秋田県北秋田市に位置し、森吉山

北東部、標高620m～880mの範囲に広がるノロ

川牧場跡地（面積487.7ha）のブナ植栽地であ

る。調査地周辺の草地造成跡地は南北方向に

約100mの幅を持ち、東西方向に広がる。スス

キやタニウツギが優占する草本・低木群落が

成立しており、その周囲にはブナを主体とし

た落葉広葉樹林が分布している（図－1）。調査

地の南側は「森吉山クマゲラ希少個体群保護

林」に指定されている（東北森林管理局）。 

2008 年秋、調査区において 30m×30m の範

囲で重機による耕耘を行い、その後ブナ苗木

を2.5m間隔 （植栽度 1600本 ha-1）で植栽し

た。苗木は、事業地由来の種子を用いて秋田県林業研究研修センター（秋田市）の苗畑で育苗した。

植栽時には、バーク堆肥を植え付け穴に施用した。その後、下刈りなどの管理は行われず、現在も自

然状態が維持されている。植栽翌年以降、ベニイタヤやウダイカンバの発生が確認された。 

2023年 7月、耕耘範囲の30m×30mに調査区を設定した （図－1）。調査区では、樹高1m以上のすべ

ての個体について樹種、樹高、胸高直径を調査した。また、耕耘範囲外である、調査区周辺のウダイ

図－１．調査地と調査区 

（国土地理タイル（標準地図、写真）を加工して使用） 
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カンバ更新木の分布を確認するため、調査区境界から約30mの範囲を探索し、確認された場合にはGPS

（GARMIN社製 Oregon750TJ）で位置を記録した。さらに、種子供給源となる可能性がある周辺のブナ

林において、林冠を構成するウダイカンバ高木の分布を把握するため、調査区の中心から半径150mの

範囲を踏査し、高木の胸高直径（DBH）と樹高を測定した。 

解析は統計ソフトRを用いて実施した。樹種間の成育状況を評価するため、樹高および胸高直径を

応答変数、樹種を説明変数としてGLMにより解析した。応答変数の確率分布はガンマ分布を想定し、

リンク関数は対数 （log）とした。その後、最尤推定平均を算出し、Tukeyの補正を適用したペアワイ

ズ比較を樹種間で実施した。 

 

Ⅲ 結果 

調査区内の樹種組成を表－１に示す。本数はウ

ダイカンバが最も多く（4,906本/ha）、次いでブナ

（2,275本/ha）、バッコヤナギ（1,376本/ha）、ベ

ニイタヤ（233本/ha）の順であった。胸高断面積

合計も、ウダイカンバが最も高い 9.76m²/ha で、

他の樹種よりも顕著に優占していた。 

調査区周辺のウダイカンバ更新木は 9 本確認さ

れ、その多くは調査区の南西側および東側の境界

付近に位置していた（図－２）。 

樹種別の樹高および胸高直径を箱ひげ図で比較し

た（図－３）。樹高の中央値は調査区内のウダイカン

バが6.2m、ブナが3.2 m、ベニイタヤが1.8m、バッ

コヤナギが2.4m、調査区周辺のウダイカンバが7.0m

であった。胸高直径の中央値は調査区内のウダイカ

ンバが4.1cm、ブナが2.6cm、ベニイタヤが1cm、バ

ッコヤナギが 1.7cm、調査区周辺のウダイカンバが

6.7cmであった。統計解析の結果、ウダイカンバは調

査区内（Bm）および周辺（Bo）いずれも樹高・直径

ともに他樹種よりも有意に大きかった（最尤推定平

均による比較、 p < 0.001）。調査区内のウダイカン

バ（Bm）と調査区周辺のウダイカンバ（Bo）の間に

は有意差は見られなかった。 

また調査の結果、種子供給源と考えられるウダイカンバ高木は調査区南方約 70m で 17 個体確認さ

れ、その平均樹高は20.2m、平均胸高直径は28.1cmであった（表－２、図－４）。 

図－２．調査区周辺のウダイカンバ更新木の分布 

表－１．調査区の樹種、本数および胸高断面積
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Ⅳ 考察  

 １ ウダイカンバ更新メカニズム 

ウダイカンバは重機攪乱地において旺盛に更新す

ることが過去の研究でも報告されている（杉田ら

2008、滝川ら2014）。特に、杉田ら（2008）は、強 間伐および重機による地表撹乱がウダイカンバの

更新を促進することを明らかにしている。調査の結果、ウダイカンバは耕耘を実施したブナ植栽地内

で集中して分布・更新していた（表－1、図－２）。このことから本研究におけるウダイカンバも杉田

（2008）同様に地表攪乱によって更新が促進された可能性が高い。 

ウダイカンバの種子は埋土種子として存在し、撹乱によって発芽が促進されることが指摘されてい

る（Osumi and Sakurai1997、大住2002）。このことから本研究におけるウダイカンバの更新も埋土種

子がブナ植栽に伴う耕耘によって発芽促進につながったと考えられる。また、ウダイカンバの種子は

軽量であり、風による長距離散布が可能であることが知られており（勝田ら 1998）、撹乱地における

ウダイカンバの更新には風散布種子が重要な役割を果たしていることが指摘されている（滝川ら、

2014）。本研究においてもブナ植栽区の南方 70m の位置に母樹となりうるウダイカンバ高木が確認さ

れている。ただし、ブナ植栽区周辺にだけ風により集中散布されたとは考えにくいため、本研究の調

査地におけるウダイカンバは母樹から散布され、埋土種子として蓄積されていたものが攪乱を契機に

更新したものと推察される。 

 

表－２．ウダイカンバ高木の本数と大きさ 

図－３．調査区に更新した樹種および周辺に更新したウダイカンバの樹高と胸高直径階の比較 
    （Apベニイタヤ、Scバッコヤナギ、Fcブナ、Bmウダイカンバ、Bo調査区周辺のウダイカンバ 

    グラフの上にあるアルファベットが異なる場合は最尤推定平均による比較で p < 0.001で有意差あり） 

図－４．調査区周辺のウダイカンバ高木 
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 ２ ウダイカンバ更新木の成長 

ブナ植栽区内でウダイカンバは本数・胸高断面積合計ともにもっとも高い割合を示していた（表－

１）。また統計解析の結果、ウダイカンバは樹高と胸高直径ともに他の樹種よりも有意に大きかったこ

とから （最尤推定平均による比較、 p < 0.001）、植栽区においてウダイカンバは明らかに優占種であ

る。さらにブナ植栽とほぼ同時期に更新したと想定するとウダイカンバは他の樹種よりも成長が早い

といえる。また、調査区内のウダイカンバ（Bm）と調査区周辺のウダイカンバ（Bo）の間には有意差

が見られなかったことから、植栽されたブナや自然に侵入した広葉樹との競争の影響は限定的であり、

調査区内外でのウダイカンバの成長環境に大きな差はなかったと推察される。これらのことからウダ

イカンバはその成長の速さゆえに攪乱後の初期段階で優占しやすいと考えられる。 

現状ウダイカンバが優占している調査地だが、植栽されたブナも更新に十分な量で残存している。

今後の研究では、長期的なモニタリングを継続し、ウダイカンバの成長やブナとの競争関係を詳細に

調査することで、適切な森林管理の指針を明確にすることが求められる。 
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